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４月４日（金）に村内の小中学校で入学式が行われました。
白馬南小学校には23名、白馬北小学校には59名、白馬中学校には99名の生徒が入学し、
新たな学校生活をスタートさせました。いっぱい遊んで、たくさん勉強しようね♪
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固定資産税の現年分で約2000万円減っています。
・固定資産税1,004,511千円、住民税350,278千円など

ガソリン税暫定税率の動向に大変影響される項目です。現行制度を前
提に見込みました。
・自動車重量譲与税64,500千円、地方道路譲与税22,500千円

普通交付税が4000万円ほど減る見込みです。（村債償還の減少に伴い）
・普通交付税1,350,000千円、特別交付税185,000千円

道路整備の補助金（地方道路整備臨時交付金）は前年同額、伝統的建
造物群保存の補助が200万円ほど増です。
・地方道路整備臨時交付金104,500千円、児童手当負担金31,052千円な
ど

後期高齢者医療基盤安定負担金が新たに増加し、参院選事務委託金が
減っています。
・ジャンプ台管理委託金45,339千円・五輪施設起債償還補助12,070千
円など

道路改良事業分担金の増が要因です。
・保育料等児童福祉費負担金32,349千円、道路改良事業分担金12,690
千円など

約1000万円の繰上償還を予定しているため減債基金繰入れが1000万円
の増です。
・財政調整基金繰入25,000千円、減債基金繰入60,000千円、福祉基金
繰入10,000千円など

辺地地域の道路改良事業などにより増えています。
・道路新設改良事業115,200千円、臨時財政対策債155,000千円など

地方消費税交付金等166,650千円、使用料等64,654千円、財産収入
24,692千円など 

増減の要因・主な内容 

使途に規制のない「一般財源」は、34億9千万円余りで、前年度当初予算に比べ8千2百万円少なくなり、さらに支出を抑える努力が必要です。 
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後期高齢者医療事業の創設により民生費が増加しています。予算全体では、公債費の減少分に匹敵する額が減少しています。 

議員報酬のほか､議会運営に係る経費です｡

全般的な管理事務､企画､徴税､戸籍､選挙､五輪施設維持管理 などに係る経費です｡
・地域づくり事業等補助金4,050千円､スノーハープ橋梁改修事業8,300千円

老人福祉､児童福祉､障害者福祉､保育園､介護保険､福祉医療などに係る経費です｡
・老人福祉費63,645千円、児童手当73,620千円、介護保険事業96,156千円、福祉医療給付事業

33,589千円

環境衛生､検診等保健予防､ごみ処理､し尿処理などに係る経費です｡
･検診等委託料17,757千円､ 白馬山麓環境施設組合負担金318,799千円､ 合併処理浄化槽補助金

17,210千円

農業振興､農業委員会､土地改良､林業､地籍調査などに係る経費です｡
・農業振興費15,458千円､地籍調査事業21,873千円､土地改良事業償還助成58,333千円

観光振興対策､商工業振興に係る経費です｡
・21観光戦略事業72,241千円､ 山荘等施設改修負担25,453千円､ 海外観光客誘客事業10,000
千円

道路関連(新設改良､維持補修)､ 除雪経費､公共下水道事業への繰出金などです｡
・神城山麓線新設事業195,350千円､除雪事業181,812千円､公共下水道事業への繰出し260,000
千円

消防団､常備消防､防災事業に係る経費です｡
・消防団活動25,096千円､北アルプス広域消防署負担金123,341千円､防災事業4,847千円

小･中学校､生涯学習等社会教育､社会体育､教育委員会に係る経費です｡
・北小学校改修事業4,570千円､小中学校教育振興50,268千円､体育施設費37,518千円

過去に借入れした資金(起債)の償還金(元金 利子)です｡ スノーハープ建設の償還が完了しま
した｡
・前年に比べ6,300万円余り減り､約1,000万円の繰上償還を予定しています｡

予備費などです｡ 

議 会 費  

総 務 費
 

民 生 費  

衛 生 費  

農 林 業 費
 

観 光 商 工 費  

土 木 費  

消 防 費
 

教 育 費
 

公 債 費  

そ の 他  

6,183万円

5億4,565万円

8億2,730万円

4億9,835万円

2億2,319万円

2億896万円

7億5,368万円

1億5,782万円

2億6,036万円

8億4,955万円

431万円 

▲5.5%
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▲6.6%

7.6%
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0.1%

1.9%

▲5.6%

▲7.0%

-

 

歳  出（目的別）　千円未満四捨五入 
歳出目的別項目 予　算　額 対前年比 内容と主な事業 

歳　入 
4,391,000
〔単位：千円〕 

村税
1,466,150

その他
533,806

地方交付税 1,535,000

村債
301,700

繰入金
98,400

国庫 
支出金
182,552

分担金 
及び 
負担金
59,153

県支出金
214,239

一般会計　43億9,100万円 

民生費
827,298

土木費
753,684

教育費
260,355

消防費
157,821

観光商工費 
208,960

農林業費
223,191

衛生費
498,346

公債費
849,554

総務費
545,650

議会費
61,831

その他
4,310

歳　出 
４,３９１,０００
〔単位：千円〕 

平成20年度予算が議決されました
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人 件 費  
 

物 件 費  

維 持 補 修 費  
 

扶 助 費  

補 助 費 等  
 
 

普通建設事業費 

７億2,116万円

６億4,227万円

２億1,576万円

１億8,837万円

８億3,400万円 

３億6,288万円

▲5.8％ 

▲1.1％ 

1.4％

2.2％

0.2％ 

▲2.0％

 

歳出性質別項目 

歳　出（性質別・主な項目）　千円単位四捨五入 
予　算　額 対前年比 

職員数の削減、特別職給料・一般職給料カット、議員報酬減額の継続などで、約4，500万円の
削減を図っています。

消耗品や光熱水費など消費的支出です。ここ数年大幅に減少しました。

公共施設の補修、除雪費などの経費です。除雪を含めた道路関連が約1億9000万円になってい
ます。

児童・老人・障害者の方々への扶助的経費です。老人福祉施設への入所者が増える見込みです。

各種補助金・負担金です。観光関連負担金が増え、白馬山麓環境施設組合負担金が減ってい
ます。

道路・学校・福祉施設など公共用施設の新増設など建設事業に係る投資的経費です。主な事
業は、　・神城山麓線新設事業　・県営農道整備事業　・白馬岳避難小屋再建事業（13，215千
円）などです。

増減の要因 

 

健康福祉いきいきプロジェクト（健康づくり・子育て環境充実・高齢者福祉等） 【単位；万円】 

 

文化・教育・スポーツプロジェクト 【単位；万円】 

財政健全化プロジェクト 【単位；万円】 

 

そ　の　他 
 

【単位；万円】 

平成20年度予算が議決されました

主な事業　予算編成重点施策の具体的事業・特徴ある事業は以下のとおりです。 

　749

　（充実分）154

1,800

約1,300

（充実分）　62

293

140

1,300

　830

　357

（H19予算―約9,500） 

950

1,850

　629

366

1，000

493

・乗合タクシー事業試験運行 

・子育て支援ルーム事業充実（体制強化・遊具設置） 

・特定検診（国保事業）への管理栄養士等専門職スタッフ配置（国保繰出し増） 

・保育の充実【継続】（土曜保育・未満児保育受入拡大・休日保育） 

・放課後児童クラブ事業充実（開設日増） 

・中学特別支援教員加配

・安曇養護学校分教室開設準備

・冬季インターハイ開催負担

・スノーハープ橋梁改修

・北小学校改修事業（H19から継続実施）

（北小学校プール建設事業―H19前倒し予算化　事業実施はH20年度） 

・高金利公的資金の繰上げ償還（公債費負担軽減策） 

・施設の統合（保育園－しろうま保育園に統合一園化） 

【環境】ウィング21暖房改修（低燃料化）・ペレットストーブ導入促進（購入補助）・公用車にハイブリッド車導入

【防災】耐震診断（公共避難施設・住宅）・耐震化改修補助　【継続】

【観光】海外観光客誘致事業（観光ルネサンス負担金）

【協働】地域づくり事業補助金・農地　水　環境保全向上対策事業　【継続】 
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○国民健康保険事業　12億0，912万円 
　平成20年度予算では、医療制度の改正に伴い、保険給

付費や特定健診などの新規事業により前年度と比較して

１億9，858万円増額しました。要望の多かった保険証個

人カード化にも対応します。また、後期高齢者医療制度

の新設に伴い、若者納税者には新たに後期高齢者医療支

援分の税が創設されましたので、ご理解ご協力をお願い

します。 
 
○老人保健医療　6,219万円 
 
○後期高齢者医療　6,416万円 
 

　老人医療特別会計は､ 後期高齢者医療制度への制度変

更のため､大幅な減少となります｡ 

　本年度から始まる後期高齢者医療制度に係る特別会計

は､ 後期高齢者医療保険料を取り扱うために､ 法律で定

められた会計です｡ 

　普段から健康づくりを心がけるとともに､ 重複受診は

避けるなど､ 引き続き医療費の抑制に努めていただくよ

うお願いいたします｡ 

 

 

○下水道事業　９億1,454万円 
　下水道事業は前年度より３憶1,252万円の増額となり

ます｡ 内訳は総務費7,410万円､ 下水道建設費566万円で

す｡ 総務費は下水道使用料の賦課徴収事務及び浄化セン

ター･管渠等の維持管理に関する費用、下水道建設費は

受益者負担金の賦課徴収事務及び管渠の補修工事等に係

る費用です｡ 増額の主なものは公債費ですが､ 国の高資

本費対策による借り換えを行うものです｡ 

 

○農業集落排水事業　6,150万円 
　農業集落排水事業は前年度より1,967万円の増額とな

ります｡ 

　内訳は一般管理費･処理場･管渠維持管理関係で1,162

万円、その他は公債費となります｡ 増額の主なものは下

水道事業と同じく､ 高資本費対策による借り換えを行う

ものです｡ 

 

○水道事業   
　水道事業は､ 収益的支出２億8,678万円､ 資本的支出１

億7,581万円を計上しました｡収益的支出は配水給水工事

費･支払利息･減価償却費等で前年並みの計上をしまし

た｡ 資本的支出は下水道事業と同じく高資本費対策によ

る借り換えを行うため増額になっております｡ 

特別会計予算の概要 
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る
要
件
と
な
り
、
正
当
な
理
由
を
請

求
書
に
具
体
的
に
詳
し
く
書
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

 

＊
お
問
い
合
わ
せ 

　 

住
民
福
祉
課
住
民
係
　
T
E
L
　

7
2
―

5
0
0
0

「
本
人
確
認
」が
法
律
上
の
ル
ー
ル
に
な
り
ま
す 

平
成
20
年
５
月
１
日
よ
り
、 

住
民
票
・
戸
籍
謄
本
等
証
明
書
交
付
請
求
等
の
際 

〇…必要 
×…不要 

権利行使・義務
履行のため必要
な場合　※２ 

代理人・使者に
よる場合　※１ 

窓口に来られた方の 
本人確認 

委  任  状 

明らかな理由の明示 

〇
 
 

〇 

× 

〇
 
 

× 

〇 

【住民票の写し交付請求】 
本人、同一世帯の人による場合 
 

【戸籍・改製原戸籍・除籍の謄抄本交付請求】 
戸籍に記載されている人、その配偶者、 
直系の親族(子・孫・父母・祖父母）による場合 
 

〇
 
 

× 

× 
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白
馬
村
役
場
機
構
改
革
に
つ
い
て
 

今
後
75
歳
に
な
る
方
、 

ま
た
65
歳
に
な
る
退
職
被
保
険
者
の
方 

 

　
今
後
75
歳
到
達
に
よ
り
後
期
高
齢
医
療
制
度
へ
移

行
さ
れ
る
方
に
は
後
期
高
齢
医
療
被
保
険
者
証
、
ま

た
65
歳
到
達
の
退
職
被
保
険
者
の
方
に
は
国
保
一
般

被
保
険
者
証
を
順
次
発
行
し
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
個
別
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

こ
ん
な
と
き
に
は
届
出
を
!! 

 

　
保
険
証
の
誤
っ
た
使
用
を
避
け
る
た
め
に
も
、
以

下
の
よ
う
な
場
合
に
は
速
や
か
に
届
出
を
お
願
い
し

ま
す
。 

 

国
保
に
加
入
す
る
と
き 

・
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を
や
め
た
と
き
（
離
職
・

任
意
継
続
の
終
了
な
ど
） 

・
職
場
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
か
ら
は
ず
れ
た
と
き 

・
白
馬
村
へ
転
入
し
、
国
保
へ
加
入
す
る
と
き 

 

国
保
を
や
め
る
と
き 

・
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
た
と
き
（
就
職

な
ど
） 

・
職
場
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
に
な
っ
た
と
き 

・
白
馬
村
か
ら
転
出
す
る
と
き 

 

そ
の
他
の
お
届
け 

・
退
職
者
医
療
制
度
の
該
当
と
な
る
と
き 

・
保
険
証
を
な
く
し
た
と
き 

・
修
学
の
た
め
、
別
に
住
所
を
定
め
る
と
き 

※１　退職被保険者以外の方。
※２　退職被保険者とは、厚生年金や各種共済組合などの年金を受けられ、その加入期間が20年以上、もしく

は40歳以降10年以上ある65歳未満の方及びその被扶養者の方。
 

国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
資
格
と
給
付
が
変
わ
り
ま
し
た

平
成
20
年
4
月
か
ら
、
医
療
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

義務教育就学後
～70歳未満

【65歳まで】
退職 

被保険者証 

義務教育就学前

【65歳以降】
一般 

被保険者証 

75歳以上　又は
65歳以上の一定
以上障害者

一般被保険者証 

70歳～75歳未満

後期高齢者 
医療 

【外来＋入院】(世帯単位)
62,100円

(４回目以降は44,400円)

【外来】(個人単位)
24,600円 

【外来】(個人単位)
12,000円 

【外来＋入院】(世帯単位)
80,100円

(医療費が267,000円を超えた
場合､ 超えた分の１%加算)

(４回目以降は44,400円)

【外来】(個人単位)
8,000円 

【外来】(個人単位)
8,000円 

【外来＋入院】(世帯単位)
24,600円 

【外来】(個人単位)
8,000円 

【外来＋入院】(世帯単位)
15,000円 

【外来】(個人単位)
44,400円 

【外来＋入院】(世帯単位)
44,400円 

【外来】(個人単位)
44,400円 

【外来＋入院】(世帯単位) 
24,600円 

【外来】(個人単位)
8,000円 

【外来＋入院】(世帯単位)
80,100円

(医療費が267,000円を超えた
場合､ 超えた分の１%加算)

(４回目以降は44,400円)

62万円 

67万円 

19万円 

31万円 

67万円 

126万円 

34万円 

56万円 

67万円 

19万円 

31万円 

２割 ３割

一般被 
保険者 
（※1） 

退職被 
保険者 
（※２） 

一般被保険者証 
＋ 

高齢受給者証 

後期高齢者医療 
被保険者証 

１割又は３割

低所得者Ⅰ 

【外来＋入院】(世帯単位)
15,000円 

【３回目まで】
150,000円

（医療費が500,000円を超えた
場合、超えた分の１%加算） 

【４回目以降】
83,400円 

【３回目まで】
35,400円 

【４回目以降】
24,600円 

【４回目以降】
44,400円 

【３回目まで】
80,100円

（医療費が267,000円を超えた
場合、超えた分の１%加算） 

医療費の 
自己負担 
割合 

交　付 
される 
保険証 

高
額
・
介
護
合
算 

療
養
費
自
己
負
担 

限
度
額 

高
額
療
養
費
の
限
度
額 

低所得者Ⅱ 

低所得者Ⅰ 

低所得者Ⅱ 

現役並 
所得者 

現役並 
所得者 

一　般 

一　般 

一　般 

住民税非 
課税世帯 

住民税非 
課税世帯 

上　位 
所得者 

上　位 
所得者 

一　般 

小学校入学 70歳 75歳出生
国民健康保険 

２割
（平成21年３月31日までは１割）

又は３割
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平
成
20
年
４
月
よ
り
次
の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
し

た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

・
住
民
課
と
保
健
福
祉
課
を
統
合
し
、
住
民
福
祉
課
と

し
ま
し
た 

 

・
建
設
課
と
上
下
水
道
課
を
統
合
し
、
建
設
水
道
課
と

し
ま
し
た 

 

・
環
境
課
を
新
設
し
ま
し
た 

　
自
然
環
境
・
土
地
利
用
・
生
活
環
境
等
の
業
務
を
行

い
、
３
月
ま
で
住
民
課
環
境
衛
生
係
で
担
当
し
て
い

た
ご
み
処
理
や
犬
の
登
録
等
の
事
務
に
つ
い
て
も
担

当
し
ま
す
。 

 

・
教
育
委
員
会
内
に
教
育
課
を
設
置
し
、
ス
ポ
ー
ツ
課

を
教
育
委
員
会
へ
移
行
し
て
二
課
体
制
と
し
ま
し
た 

 

※
体
育
施
設
（
南
北
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
南
北
ト
レ
セ
ン
・

小
中
学
校
体
育
館
・
ウ
イ
ン
グ
21
）
の
利
用
申
込
に

つ
い
て
は
、
ウ
イ
ン
グ
21
で
の
み
受
付
い
た
し
ま
す
。 

白
馬
村
役
場
機
構
改
革
に
つ
い
て

白
馬
村
役
場
機
構
改
革
に
つ
い
て
 

白
馬
村
役
場
機
構
改
革
に
つ
い
て
 

総
　
務
　
課 

 

課
長 

太
田
　
　
忠
（
建
設
課
長
） 

 

課
長
補
佐
兼
総
務
係
長 

山
岸
　
俊
幸
（
建
設
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
） 

 

財
政
係
長 

横
川
　
辰
彦
（
税
務
課
徴
収
係
） 

 

総
務
係 

太
田
　
雄
介
（
観
光
農
政
課
農
政
係
） 

 

税
　
務
　
課 

 

課
長 

横
川
　
敏
彦
（
上
下
水
道
課
長
） 

 

課
長
補
佐
兼
徴
収
債
権
回
収
係
長 

西
澤
　
良
典
（
徴
収
係
長
） 

 

課
長
補
佐
兼
課
税
係
長 

栗
田
久
美
子
（
課
税
係
長
） 

 

課
税
係 

横
山
　
廣
毅
（
上
下
水
道
課
管
理
係
） 

 
住
民
福
祉
課 
 

課
長 

松
澤
　
　
衛
（
保
健
福
祉
課
長
） 

 

住
民
係
長 

田
中
　
博
充
（
住
民
課
住
民
係
長
） 

 

住
民
係 

松
澤
　
宏
和
（
住
民
課
住
民
係
） 

 

住
民
係 

遠
藤
　
裕
子
（
住
民
課
住
民
係
） 

 

住
民
係 

横
山
　
勝
典
（
総
務
課
総
務
係
） 

 

住
民
係 

小
日
向
純
代
（
住
民
課
住
民
係
） 

 

住
民
係 

一
井
　
　
剛
（
教
育
委
員
会
学
校
教
育
係
） 

 

福
祉
係
長 

太
田
　
洋
一
（
保
健
福
祉
課
福
祉
係
長
） 

 

保
健
介
護
係
長 

窪
田
　
高
枝
（
保
健
福
祉
課
保
健
介
護
係
長
） 

 

福
祉
係 

田
中
　
克
俊
（
保
健
福
祉
課
福
祉
係
） 

福
祉
係 

太
田
　
俊
祉
（
建
設
課
管
理
係
） 

 

福
祉
係 

松
澤
　
正
芳
（
保
健
福
祉
課
福
祉
係
） 
 

保
健
師 

内
山
　
明
子
（
保
健
福
祉
課
保
健
師
） 

 

保
健
師 

工
藤
　
弘
美
（
保
健
福
祉
課
保
健
師
） 

 

保
健
師 

坂
崎
　
京
子
（
保
健
福
祉
課
保
健
師
） 

 

建
設
水
道
課 

 

課
長 

倉
科
　
宜
秀
（
議
会
事
務
局
長
） 

 

建
設
係
長 

下
川
　
啓
一
（
税
務
課
課
税
係
） 

 

建
設
管
理
係
長 

矢
口
　
俊
樹
（
建
設
課
建
設
係
） 

 

建
設
管
理
係 

柏
原
　
　
泉
（
保
健
福
祉
課
福
祉
係
） 

 

上
下
水
道
業
務
係
長 

藤
沢
　
　
清
（
上
下
水
道
課
業
務
係
長
） 

 

上
下
水
道
業
務
係 

津
滝
　
明
子
（
上
下
水
道
課
業
務
係
） 

 

上
下
水
道
業
務
係 

塩
島
　
広
幸
（
上
下
水
道
課
業
務
係
） 

 

上
下
水
道
管
理
係
長 

太
田
　
裕
史
（
上
下
水
道
課
管
理
係
長
） 

 

上
下
水
道
管
理
係 

関
口
　
久
人
（
上
下
水
道
課
管
理
係
） 

 

環
　
境
　
課 

 

課
長 

丸
山
勇
太
郎
（
教
育
委
員
会
教
育
次
長
） 

 

環
境
係
長 

山
岸
　
茂
幸
（
建
設
課
建
設
環
境
係
長
） 

 
環
境
係 

柏
原
　
正
樹
（
総
務
課
総
務
係
） 

 

観
光
農
政
課 

 

課
付
課
長
観
光
局
派
遣
観
光
局
次
長 

太
田
今
朝
治
（
課
長
補
佐
兼
農
政
係
長
） 

農
政
係
長 

横
山
　
秋
一
（
総
務
課
財
政
係
長
） 

 

農
政
係 

長
澤
　
　
肇
（
住
民
課
住
民
係
） 

 

議
会
事
務
局 

 

局
長 

平
林
　
　
豊
（
教
育
次
長
補
佐
兼
教
育
係
長
） 

 

教
　
育
　
課 

 

課
長 

篠
崎
　
孔
一
（
総
務
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
） 

 

教
育
係
長 

田
中
　
　
哲
（
住
民
課
環
境
衛
生
係
長
） 

 

教
育
係 

堤
　
　
則
昭
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
） 

 

教
育
係 

伊
藤
　
達
男
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
） 

 

ス
ポ
ー
ツ
課 

 

社
会
体
育
係
長 

太
田
　
　
豊
（
教
育
委
員
会
社
会
体
育
係
長
） 

 

ス
ポ
ー
ツ
事
業
係 

矢
口
　
浩
樹
（
観
光
農
政
課
観
光
局
派
遣
） 

 

し
ろ
う
ま
保
育
園 

 

主
任
保
育
士 

吉
澤
八
千
代
（
南
部
保
育
園
園
長
） 

 

保
育
士 

松
澤
ひ
と
み
（
南
部
保
育
園
主
任
保
育
士
） 

 

保
育
士 

西
澤
　
由
美
（
南
部
保
育
園
保
育
士
） 

 

保
育
士 

内
川
美
由
希
（
南
部
保
育
園
保
育
士
） 

  

退
　
　
　
職 

 

福
島
總
一
郎
（
総
務
課
長
） 

松
沢
　
直
城
（
住
民
課
長
） 

横
川
　
勝
男
（
税
務
課
長
） 

松
田
ふ
じ
子
（
共
同
調
理
場
調
理
主
任
） 

松
沢
　
厚
子
（
し
ろ
う
ま
保
育
園
主
任
保
育
士
） 

 

新
規
採
用 

 

税
務
課
課
税
係 

下
川
　
智
之 

 

住
民
福
祉
課
保
健
師 

　
杉
ま
ゆ
き 

   

　
吉
沢
武
志
教
育
長
の
退
任
に
伴
い
、
平
成
20
年
４
月

１
日
よ
り
新
た
に
教
育
長
と
し
て
福
島
總
一
郎
氏
が
就

任
し
ま
し
た
。 

 

白
馬
村
教
育
委
員 

委
　
　
員
　
　
長
　
太
田
昭
雄 

委
員
長
職
務
代
理
　
田
中
榮
一 

委
　
　
　
　
　
員
　
松
沢
万
惠 

委
　
　
　
　
　
員
　
武
田
　
進 

教
　
　
育
　
　
長
　
福
島
總
一
郎 

４
月
１
日
付
役
場
職
員
の
人
事
異
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
　
）
内
は
旧
任 

教
育
委
員
変
更
の
お
知
ら
せ
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１
月
分
〜
４
月
分
ま
で
の
上
下
水
道
料
金
を

冬
期
暫
定
料
金
で
納
入
い
た
だ
き
ま
し
た
お
客

様
に
つ
き
ま
し
て
は
、
４
月
中
旬
の
水
道
メ
ー

タ
ー
検
針
に
て
確
認
し
た
指
針
を
も
と
に
冬
期

間
の
使
用
量
を
計
算
し
、
５
月
ご
請
求
分
（
５

月
中
旬
発
送
）
に
て
精
算
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

○
暫
定
支
払
額
よ
り
精
算
金
額
が
多
か
っ
た
場
合

５
月
分
料
金
に
て
差
額
を
ご
請
求
し
ま
す
。 

○
暫
定
支
払
額
よ
り
精
算
金
額
が
少
な
か
っ
た

場
合
差
額
を
口
座
振
込
に
て
お
返
し
い
た
し

ま
す
。 

　
該
当
す
る
方
に
は
「
冬
期
上
下
水
道
料
金
還

付
通
知
書
」
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
振
込
を

指
定
す
る
銀
行
を
返
信
用
ハ
ガ
キ
に
て
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
便
局
へ
の
振
込
指
定

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
し
か
ら
ず
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
　 

　
ま
た
、
郵
便
局
以
外
の
金
融
機
関
の
口
座
か

ら
振
替
に
て
料
金
を
お
支
払
い
の
お
客
様
は
、

振
替
口
座
へ
還
付
金
を
振
込
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
ご
連
絡
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
郵

便
局
口
座
か
ら
引
落
し
さ
れ
て
い
る
お
客
様
、

ま
た
は
振
替
口
座
以
外
の
口
座
へ
還
付
を
希
望

さ
れ
る
お
客
様
は
振
込
先
口
座
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
）　 

　
な
お
、
未
納
料
金
の
あ
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は

還
付
金
を
未
納
分
に
充
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

＊
お
問
い
合
わ
せ 

　
白
馬
村
役
場
建
設
水
道
課 

　
T
E
L
　

7
2
―

5
0
0
0
 

（
内
線
1
3
3
・
1
3
6
） 

冬
期
暫
定
上
下
水
道
料
金
の 

精
算
に
つ
い
て 

除
雪
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　 

  

　
気
象
庁
に
よ
る
と
、
こ
の
春
は
平
年
並
み
の
気
温
と
降

水
量
が
予
報
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
降
雨
時
に
は
山
間
部
の

融
雪
が
一
気
に
進
む
と
予
想
さ
れ
ま
す
。 

　
こ
の
た
め
、
地
す
べ
り
・
が
け
崩
れ
・
雪
崩
の
発
生
が

心
配
さ
れ
ま
す
し
、
中
小
の
河
川
で
は
、
雪
融
け
の
増
水

に
よ
り
鉄
砲
水
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。 

　
地
域
の
皆
様
に
は
、
融
雪
時
で
の
土
砂
災
害
等
に
注
意
・

警
戒
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
危
険
を
感
じ
た
場
合
は

避
難
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、
人
家
付
近
の
地
面
や
道
路
に
、
ひ
び
割
れ
が
入

っ
た
り
、
水
が
吹
き
出
て
き
た
り
、
雪
崩
や
鉄
砲
水
が
発

生
し
た
よ
う
な
場
合
は
役
場
建
設
水
道
課
も
し
く
は
姫
川

砂
防
事
務
所
に
御
一
報
く
だ
さ
い
。 

 

＊
ご
連
絡
・
お
問
い
合
わ
せ 

　
白
馬
村
役
場
建
設
水
道
課 

T
E
L
　

7
2
―

5
0
0
0（
代
表
） 

 

　
姫
川
砂
防
事
務
所
砂
防
課 

T
E
L
　

8
2
―

3
1
0
0
 

E

―M
ail

　him
esabo@

pref.nagano.jp    

 

　
今
シ
ー
ズ
ン
は
寒
い
日
が
続
き
降
雪
量
も
例
年
に
比
べ

多
く
な
り
ま
し
た
が
、
大
き
な
事
故
も
な
く
無
事
村
道
除

雪
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に

村
民
の
皆
様
の
村
道
除
雪
に
対
す
る
多
大
な
る
ご
理
解
と

ご
協
力
の
賜
物
と
、
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
深
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

　
な
お
、
次
年
度
以
降
に
つ
き
ま
し
て
も
村
民
の
皆
様
の

変
わ
ら
ぬ
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

融
雪
時
の
災
害
注
意
の
お
願
い 

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
補
助
に
つ
い
て 

    

　
白
馬
村
で
は
、
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
を
減
ら
し
リ
サ
イ
ク
ル
を
促
進
す
る
た

め
に
、
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
を
購
入
さ
れ
る
方
へ
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。 

　
補
助
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
生
ご
み
処
理
機
を
購
入
す
る
前
に
次
の
事
項
を

ご
覧
に
な
っ
た
う
え
で
、
村
に
補
助
金
交
付
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

○
補
助
の
要
件 

①
堆
肥
化
処
理
が
で
き
耐
久
性
が
よ
く
環
境
衛
生
上
の
配
慮
が
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と 

②
家
庭
用
の
機
械
式
生
ご
み
処
理
機
で
あ
る
こ
と 

③
村
内
在
住
者
で
自
宅
に
設
置
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
（
１
世
帯
で
１
基
） 

④
村
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と 

⑤
生
ご
み
処
理
機
を
設
置
後
、
年
度
毎
に
生
ご
み
処
理
機
使
用
状
況
報
告
書

を
提
出
す
る
こ
と 

 

○
補
助
額 

　
購
入
価
格
の
２
分
の
１
以
内
（
２
万
円
が
限
度
） 

 

○
申
請
方
法 

①
購
入
す
る
前
に
白
馬
村
生
ご
み
処
理
機
設
置
事
業
補
助
金
交
付
申
請
書

（
見
積
書
・
カ
タ
ロ
グ
等
を
添
付
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

②
村
か
ら
補
助
金
交
付
決
定
通
知
書
が
届
い
た
ら
、
生
ご
み
処
理
機
を
購
入

し
、
白
馬
村
生
ご
み
処
理
機
設
置
事
業
補
助
金
交
付
実
績
報
告
書
（
領
収

書
を
添
付
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

③
村
か
ら
補
助
金
交
付
確
定
通
知
書
が
届
い
た
ら
、
白
馬
村
生
ご
み
処
理
機

設
置
事
業
補
助
金
交
付
請
求
書
（
振
込
先
口
座
等
を
記
入
）
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。 

④
村
か
ら
指
定
の
金
融
機
関
に
補
助
金
を
振
り
込
み
ま
す
。 

 
※
生
ご
み
処
理
機
設
置
事
業
補
助
金
関
係
書
類
は
、
白
馬
村
行
政
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。 

 

＊
お
問
い
合
わ
せ
　
役
場
環
境
課
　
T
E
L
　

7
2
―

5
0
0
0
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平成19年度下半期の村長交際費支出内訳を公表します 

10,000

20,000

10,000

3,780

15,000

5,000

29,000

3,780

5,000

5,000

10,000

7,000

3,868

9,120

5,000

30,000

5,000

10,000

金　額 摘　要 支出日 

10月５日

10月16日

10月19日

10月22日

11月５日

11月６日

11月16日

11月20日

11月22日

11月26日

11月28日

11月30日

12月５日

12月５日

12月６日

12月７日

12月12日

12月13日

白馬ミニ鉄道フェスティバルの折、御祝として 

「白い休日信州セミナー」会費として 

告別式の折、香典として 

白馬五竜そば祭り試食会の折、御祝として 

告別式の折、生花代として 

メディア関係者との情報交換会（大阪会場）参加負担金として 

商工事業研修視察参加負担金として 

白馬連峰遭難者慰霊祭の折、奉献酒として 

早起き野球リーグ表彰式の折、御祝として 

メディア関係者との情報交換会（東京会場）参加負担金として 

告別式の折、香典として 

自衛隊長野地方協力本部創立52周年記念行事の折、会費として 

八方・八方口区山の講の折、御祝として 

小谷蕎麦Festivalの折、御祝として 

白馬村マレットゴルフ協会総会の折、御祝として 

叙勲受章を祝う会会費として（３名分） 

白馬村スキークラブ学校本部交流会の折、御祝として 

雪乞い祈願の折 

　交際費とは、地方自治法に規定された歳出予算区分のひとつで、村政の円滑な推進を図るため、村長等が村を代表して
外部との交際に要する経費です。 
　公表する内容は、支出日・摘要・金額で、プライバシー保護のため、個人氏名の公開は差し控えています。 

支出日 摘　要 

12月14日

12月18日

12月18日

12月20日

12月20日

１月４日

１月７日

１月11日

１月31日

２月５日

２月15日

２月19日
 

２月20日

２月20日

３月５日

３月19日

３月19日

金　額 

10,000

3,874

5,000

4,058

11,600

10,000

3,780

10,000

16,000

7,560

5,000

3,000

50,000

2,100

3,798

10,000

8,000

（社）全日本学生スキー連盟懇談会の折、会費として 

白馬猟友会総会の折、御祝として 

告別式の折、香典として 

山案内人組合総会の折、御祝として 

太地町訪問の折、土産代として 

大北歯科医師会との懇談会の折、会費として 

雪乞い祈願の折 

大北医師会との懇談会の折、会費として 

白馬・新川圏事務組合懇談会会費として 

来客者土産代として 

横渓初等学校交流会歓迎式会費として 

 

 

第62回八方尾根リーゼンスラローム大会協賛金として 

要望の折、土産代として 

建設業組合総会の折、御祝として 

告別式の折、香典として 

陸上自衛隊松本駐屯地堀切司令を囲む会会費として 

第63回国民体育大会冬季大会スキー協議会 
ウェルカムパーティー会費として 

　白馬村では、審議会等委員の公募制度を

導入し、広く住民の意見を村政に反映させ、

村民参加の促進に取り組んでいます。 

　平成19年度の運用状況は次のとおりです。 

平成19年度　白馬村審議会等の委員公募制度の運用状況 

白馬村情報公開条例第16条の規定に基づき、公文書公開の実施状況を公表します。     

平成19年度　情報公開制度の実施状況 

１　公開請求件数 36件 ２　公開請求の所管別内訳 

課等の名称

 総務課

税務課

住民課

保健福祉課

観光農政課

建設課

上下水道課

スポーツ課

件　　数

８ 

０ 

27

０ 

１ 

１ 

０ 

０ 

比　　率

22.2%

―

75.0%

―

2.8%

2.8%

―

―

※複数の課に関係する請求がありましたの
で合計数値が合いません。

 

４月～６月

７月～９月

10月～12月

１月～３月

合　　計

比　　率 

一部公開 

１

３

４

11.1%

非 公 開 

７

２

９

25.0%

却　　下 

０

― 

全部公開 

16

4

２

１

23

63.9%

取り下げ 

０

― 

期　　間 
請求件数と諾否決定等の内訳 

公募を求めた審議会等の名称 

老人保健福祉計画策定委員会 

地域公共交通会議 

応募者数 

２名 

２名 

公募数 

２名 

３名 

採用数 

２名 

２名 

9



   

　
今
ま
で
5
0
0
円
の
発
行
手
数
料
を
い
た
だ

い
て
い
た
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
発
行
に
つ

い
て
、
利
用
の
普
及
促
進
を
図
る
た
め
に
無
料

化
し
ま
す
。 

　
期
間
は
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
23
年

３
月
31
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。
是
非
こ
の
機

会
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
こ
ん
な
と
き
に
便

利
で
す
。 

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
機
能 

・
写
真
付
き
の
も
の
は
、
運
転
免
許
証
な
ど
と

同
様
に
公
的
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。 

・
戸
籍
、
住
民
票
請
求
の
時
の
本
人
確
認
に
利

用
で
き
ま
す
。 

・
銀
行
口
座
の
新
規
開
設
の
時 

・
携
帯
電
話
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
契
約
の

時
な
ど 

 

　
カ
ー
ド
の
交
付
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
役
場

住
民
福
祉
課
T
E
L
　

7
2
―

5
0
0
0（
内
線

1
6
１
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

しろうま保育園入園式 白馬村消防団　新体制スタート 
　南部保育園と統合後、初の入園式が４月３日に
しろうま保育園で行われました。
　52人の新入園児や南部保育園からの転園児を合
わせ、今年度は163人の園児が通うことになりま
した。毎日元気な声が響く楽しい保育園になるこ
とでしょう。 

　４月１日付で白馬村消防団の役員が改選され、
団長に横山武久氏、副団長に太田誠氏、統括分団
長に丸山和之氏が就任しました。
　２年間にわたり消防・防災の第一線でご尽力い
ただくことになります。よろしくお願いします。

　フリースタイルスキーのワールドカップモーグ
ル競技で、日本人選手として初めての種目別優勝
に輝いた上村愛子選手が、４月１日に太田村長を
訪ねて優勝を報告しました。
　来季も、そして2010年のバンクーバーオリンピ
ックでも活躍を期待します。 

W杯５連勝で総合優勝の 
上村愛子選手が村長へ報告 

入札結果 

（有）吉田建設 

（株）大糸〔辞退〕 

（株）落田 

姫川建設（株） 

（株）白馬三津野 

（株）宮尾建設 

（有）吉田建設 

平成20年３月26日 

平成19年度 地方道路整備臨時交付金道路改良工事 

入札参加者 

入　札　日 

工　事　名 

落　札　者 

白馬村大字神城字五竜５工区（村道2026号線） 場　　　所 

￥17,325,000（消費税含む） 落札決定額 

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
が

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
が
 

無
料
に
な
り
ま
す

無
料
に
な
り
ま
す
 

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
が
 

無
料
に
な
り
ま
す
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開
館
期
間
中
の
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル
運
営
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。 

 

○
業
務
内
容 

主
な
業
務
は
、
プ
ー
ル
の
監
視
と
管
理

で
す
。
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
。 

 

○
勤

務

地 

　
白
馬
村
Ｂ
＆
Ｇ
プ
ー
ル 

 

○
期
　
　
間 

　
平
成
20
年
６
月
17
日（
火
）か
ら 

　
平
成
20
年
８
月
31
日（
日
）ま
で 

　
※
月
曜
日
定
休 

　（
た
だ
し
祝
日
の
場
合
は
営
業
） 

 
○
勤
務
時
間 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
８
時
30
分
ま
で

の
間
で
、
ご
希
望
の
時
間
を
お
選
び
く

だ
さ
い
。
シ
フ
ト
制
度
（
希
望
は
考
慮

し
ま
す
） 

 

○
時
　
　
給 

　
高
校
生
　

7
0
0
円
か
ら 

　
一
　
般
　

7
5
0
円
か
ら 

 

○
応
募
締
切
り 

　
平
成
20
年
５
月
12
日（
月
） 

 

＊
ご
応
募
・
お
問
い
合
わ
せ 

　
白
馬
村
教
育
委
員
会
　
ス
ポ
ー
ツ
課 

T
E
L
　

7
2
―

5
0
0
0

　 

  

　
要
約
筆
記
と
は
、
音
声
に
よ
る
情
報
を
得
る
こ
と
が
困
難

な
方
に
、
筆
記
に
よ
り
そ
の
内
容
を
伝
え
る
も
の
で
す
。 

　
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま

す
の
で
、
受
講
を
ご
希
望
の
方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
講
座
を
修
了
さ
れ
た
方
は
、
要
約
筆
記
奉
仕

員
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

 

主
　
　
催
　
大
北
圏
域
障
害
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　「
ス
ク
ラ
ム
・
ネ
ッ
ト
」 

日
　
　
程
　
基
礎
課
程
　
８
日
間 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
２
時
間
　
午
後
２
時
間 

　
　
　
　
　
応
用
課
程
　
５
日
間 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
２
時
間
　
午
後
２
時
間 

場
　
　
所
　
大
町
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
２
階
大
会
議
室 

講
　
　
師
　
長
野
県
要
約
筆
記
連
絡
会
及
び 

　
　
　
　
　
聴
覚
障
害
者
当
事
者
等 

定
　
　
員
　
30
名 

受

講

費
　
テ
キ
ス
ト
代
　
２
千
円 

締
　
　
切
　
４
月
30
日（
水
）予
定
で
す
が
、
定
員
に
な
り
次

第
締
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

※
詳
細
に
つ
い
て
は
白
馬
村
行
政
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

 

＊
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ 

　
大
北
圏
域
障
害
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ス
ク
ラ
ム
・
ネ
ッ
ト
」 

T
E
L
　

2
6
―

3
8
5
5
・
F
A
X
　

2
6
―

3
8
5
6
 

E
-m
ail sukuram

ujp@
yahoo.co.jp 

 

　
白
馬
村
役
場
住
民
福
祉
課
（
担
当
　
太
田
） 

　
T
E
L
　

7
2
―

5
0
0
0
・
F
A
X
　

7
2
―

7
0
0
1
 

　E

―m
ail

　jum
in@
vill.hakuba.nagano.jp

   

　
長
野
県
で
は
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
交
通
事
故
の
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

　
相
談
は
無
料
で
、
相
談
内
容
や
個
人
情
報
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
交
通
事
故
で
困
っ
て
い
る
方
は
、
ど
な
た

で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

○
相
談
事
例 

・
損
害
賠
償
の
請
求
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
の
で
す
か
？ 

・
過
失
割
合
や
賠
償
額
は
ど
の
よ
う
に
決
ま
る
の
で
す
か
？ 

・
示
談
は
ど
う
や
っ
て
進
め
れ
ば
よ
い
で
す
か
？ 

・
治
療
に
か
か
る
費
用
を
労
災
保
険
や
社
会
保
険
で
利
用

で
き
ま
す
か
？ 

・
調
停
や
裁
判
の
費
用
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
す
か
？ 

な
ど 

　
長
野
相
談
所
（
長
野
保
健
所
内
） 

　
T
E
L
　

0
2
6
―

2
3
5
―

7
1
7
5
 

　
松
本
相
談
所
（
松
本
合
同
庁
舎
内
） 

T
E
L
　

0
2
6
3
―

4
7
―

7
8
0
0 

　
相
談
日
・
時
間
は
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

の
８
時
30
分
か
ら
17
時
00
分
ま
で
で
す
。 

 

※
地
方
事
務
所
で
開
催
さ
れ
る
巡
回
相
談
も
ご
利
用
く
だ

さ
い 

　
北
安
曇
地
方
事
務
所 

T
E
L
　

2
2
―

5
1
1
1 

　
相
談
日
・
時
間
は
、
偶
数
月
第
４
木
曜
日
（
祝
日
を

除
く
）
の
10
時
00
分
か
ら
15
時
00
分
ま
で
で
す
。 

 

※
相
談
日
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
お
電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

＊
お
問
い
合
わ
せ 

　
長
野
県
交
通
事
故
相
談
所 

T
E
L
　

0
2
6
―

2
3
5
―

7
1
7
5

交
通
事
故
相
談
所
の
お
知
ら
せ 

交
通
事
故
で
お
悩
み
の
方
へ
… 

総務課消費者行政担当　http://www.vill.hakuba.nagano.jp　　somu@vill.hakuba.nagano.jp 登録状況（４月10日現在）

ゆずります 
 ・フォレスター純正アルミホイール付スタッドレスタイヤ［３万円］ 
　（BLIZZAK　MZ－03）〔215／60R16〕４本（１台分）（ホイール錆有り）（夏季は室内保管） 

・衣類乾燥機（SANYO  It's）［金額応相談］ 
　（希望があれば洗濯機とセットでお譲りします） 
ゆずってください 
 現在登録はありません 

○登録状況は本誌及び白馬村行政ＨＰでお知らせしていきます。掲載
されたものを譲ってほしい方、譲りたい方は総務課へご連絡ください。 

○みなさんの、譲りたい物、譲ってほしい物を登録し、物を大切にす
る心を育みながら、資源の節約・ごみの減量に取り組みましょう。 

要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座 

受
講
者
募
集
に
つ
い
て 

B
＆
G
プ
ー
ル
の
運
営
 

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
 

11

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
が
 

無
料
に
な
り
ま
す
 



     

　
白
馬
村
教
育
委
員
会
で
は
「
子
ど
も
電
話
教
育
相
談
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。
子
育
て
や
し
つ
け
、
親
子
関
係
、
心
身
の
発
育
、
い

じ
め
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
か
た
く
ま
も
ら
れ
ま
す
。 

 

・
意
地
悪
や
ケ
ン
カ
、
下
の
子
い
じ
め
が
多
い
け
ど
ど
う
し
た
ら

い
い
の
？ 

 

・
夫
婦
関
係
・
家
庭
内
・
地
域
内
・
園
や
学
校
と
の
人
間
関
係
で

悩
ん
で
い
る 
 

・
落
ち
着
か
な
い 

　
計
算
・
読
み
・
不
器
用
な
ど
凹
凸
が
大
き
す
ぎ
る 

 

・
口
答
え
や
反
抗
が
激
し
く
な
っ
た 

　
登
園
・
登
校
を
渋
り
が
ち
だ
け
ど
大
丈
夫
か
な
？ 

 

・
子
育
て
が
苦
手 

　
家
庭
内
暴
力
・
虐
待
な
ど
が
心
配 

　
お
ね
し
ょ
・
爪
か
み
吃
音
が
止
ま
ら
な
く
て
心
配 

 

・
進
学
・
就
職
の
不
安 

　
元
気
が
出
な
い
・
引
き
こ
も
り
が
ち
で
心
配 

　
精
神
的
に
不
安
定 

 

※
秘
密
厳
守
・
相
談
は
無
料
で
す 

※
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
直
接
面
接
も
ど
う
ぞ
（
電
話
予
約
） 

 

○
火
曜
日
　
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で 

○
電
　
話
　
７
２
―

７
８
３
０
（
ナ
ヤ
ミ
ナ
シ
）（
直
通
） 

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
２
階
奥
　
教
育
相
談
室 

○
相
談
員
　
大
町
市
在
住
　
菅
沢
　
奎
子
（
す
げ
さ
わ
　
け
い
こ
）
先
生 

　
 白

馬
村
特
産
品
紹
介
シ
ー
ト
 

出 身 地 
性 格 
種 類 
販 売 価 格 

白馬村
乱切り 
生そば 
２人前　570円 

企 画 
製 造 者   
販 売 店 
地場産生産者 
お問い合わせ先 

財団法人　白馬村振興公社 
松本荻原製菓   
道の駅白馬 
そば組合   
道の駅白馬 
TEL　0261―75―3880
FAX　0261―75―3810

特
産
品
名
 

白
馬
　

生
そ
ば
 

手
打
ち
と
変
わ
ら
な
い
本
当
の
そ
ば
が
出
来

ま
し
た
。
消
費
期
限
は
約
２
週
間
　
要
冷
蔵

で
す
。
 

生
産
者
の
声
 

　
高
齢
者
の
虐
待
防
止
、
高
齢
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等

に
関
す
る
法
律
が
、
平
成
18
年
４
月
よ
り
施
行
と
な
り
ま
し
た
。

児
童
虐
待
防
止
法
、
D
V
防
止
法
に
次
ぐ
も
の
で
す
。
施
行
後

３
年
目
と
な
り
ま
す
が
、
高
齢
者
虐
待
に
つ
い
て
の
理
解
は
ま

だ
ま
だ
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。 

　
そ
こ
で
今
回
は
、
ま
ず
、
高
齢
者
虐
待
防
止
法
の
目
的
に
つ

い
て
お
話
し
ま
し
ょ
う
。 

　
こ
の
法
律
は
、
必
要
な
介
護
を
怠
り
不
衛
生
な
環
境
に
放
置

さ
れ
た
ま
ま
の
高
齢
者
や
、
老
老
介
護
の
果
て
疲
れ
切
き
っ
て

殺
人
に
ま
で
お
よ
ん
で
し
ま
う
事
件
な
ど
、
高
齢
者
に
対
す
る

虐
待
が
深
刻
な
状
況
に
あ
り
、
高
齢
者
の
尊
厳
が
脅
か
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
の
虐
待
の
防
止
、
養
護
者
に
対
す
る

支
援
等
に
関
す
る
施
策
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
高
齢
者
の
権
利

利
益
を
守
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。 

　
高
齢
者
虐
待
と
い
っ
て
も
、
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
次
回

は
、
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
虐
待
に
該

当
す
る
行
為
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
の
皆
様
の
介
護
・
介

護
予
防
・
権
利
擁
護
な
ど
の
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
秘
密

は
厳
守
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　 

 

＊
お
問
い
合
わ
せ 

　
白
馬
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
役
場
庁
舎
内
） 

T
E
L
　

7
2
―

6
6
6
7（
直
通
） 

﹇
高
齢
者
虐
待
﹈に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。 

 

お
電
話
し
て
み
て
く
だ
さ
い

子
ど
も
電
話
教
育
相
談

白
馬
村
教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 
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介
護
予
防
事
業 

よ
り
え
〜
プ
ラ
ザ

   

「
あ
〜
。
長
い
一
週
間
だ
っ
た
ね
」｢

今

日
も
沢
山
し
ゃ
べ
っ
て
元
気
を
も
ら
っ

て
く
だ
」 

よ
り
え
〜
プ
ラ
ザ
の
日
に
は
保
養
セ

ン
タ
ー
岳
の
湯
の
一
室
で
こ
ん
な
声
が

聞
か
れ
ま
す
。
よ
り
え
〜
プ
ラ
ザ
が
始

ま
っ
て
２
年
。
参
加
者･

ス
タ
ッ
フ
・

岳
の
湯
職
員･

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様

な
ど
の
お
陰
で
よ
う
や
く
基
盤
が
で
き

て
き
た
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。 

こ
の
よ
り
え
〜
プ
ラ
ザ
に
は
、
日
頃

外
出
す
る
こ
と
の
少
な
い
高
齢
者
が
、

地
域
の
方
々
と
の
交
流
を
求
め
て
参
加

し
て
い
ま
す
。
70
〜
90
代
ま
で
年
齢
も

地
域
も
様
々
で
す
が
、
二
名
の
ス
タ
ッ

フ
と
共
に
体
操･

歌･

散
歩･

踊
り
な
ど

そ
れ
ぞ
れ
が
し
た
い
こ
と
を
楽
し
ん
で

過
し
ま
す
。
コ
ッ
ク
さ
ん
手
作
り
の
お

弁
当
や
お
風
呂
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

も
う
少
し
男
性
の
方
が
増
え
る
と
嬉
し

い
の
で
す
が
…
。 

平
成
18
年
度
よ
り
介
護
保
険
の
一
部

の
お
金
を
利
用
し
て
、
介
護
が
必
要
な

高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
元
気
な
高
齢
者

も
、
介
護
予
防
の
た
め
の
活
動
が
出
来

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

よ
り
え
〜
プ
ラ
ザ
に
参
加
し
て
い
る

皆
さ
ん
を
見
て
い
る
と
、
出
掛
け
る
場

所
が
あ
る
こ
と
、
気
軽
に
話
せ
る
相
手

が
あ
る
こ
と
、
大
き
な
声
で
笑
う
時
間

が
あ
る
こ
と
が
最
大
の
介
護
予
防
だ
と

感
じ
ま
す
。 

朝
ご
は
ん
を
食
べ
よ
う
Y

の
小
部
屋 

　
食
事
は
私
た
ち
の
生
活
の
中
で
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
栄
養
や
秘
め
た
パ
ワ
ー
に
つ
い
て
は
、

普
段
特
に
意
識
せ
ず
何
気
な
く
と
っ
て
い

る
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
こ

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
毎
回
違
っ
た
テ
ー
マ

で
食
事
や
健
康
に
ま
つ
わ
る
ち
ょ
っ
と
し

た
ミ
ニ
知
識
を
お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

　
初
回
の
テ
ー
マ
は
『
朝
ご
は
ん
』
で
す
。

私
を
含
め
こ
の
４
月
か
ら
新
し
い
生
活
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
方
も
多
い
か
と
思
い
ま

す
が
、
朝
ご
は
ん
は
１
日
の
ス
タ
ー
ト
を

体
に
伝
え
、
目
覚
め
さ
せ
る
と
て
も
大
切

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

か
に
は
　
忙
し
く
て
食
べ
て
い
る
時
間
が

な
い
　
　

も
っ
と
寝
て
い
た
い
　
と
い
っ
た

理
由
で
普
段
朝
ご
は
ん
を
食
べ
な
い
方
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
自
身

も
休
日
遅
く
起
き
た
朝
は
朝
昼
兼
ね
て
食

事
を
と
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
っ
た
り
、

起
き
て
す
ぐ
に
は
な
か
な
か
食
べ
ら
れ
な

か
っ
た
り
と
、
指
導
す
る
立
場
と
し
て
は

頭
が
痛
い
話
で
も
あ
り
ま
す
。 

　
食
事
に
関
す
る
国
の
調
査
で
は
、
２０
代

男
性
の
う
ち
３
人
に
１
人
が
朝
ご
は
ん
を

食
べ
て
い
な
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る

ほ
か
、
朝
ご
は
ん
を
食
べ
な
い
親
の
生
活

習
慣
に
よ
っ
て
、
そ
の
存
在
を
知
ら
な
か

っ
た
子
ど
も
さ
え
い
た
と
い
う
話
も
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
朝
ご
は
ん
は
英
語
で
　
b
r
e
a
k
f
 

a
s
t
　
と
言
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
飢
餓
・

断
食
（
f
a
s
t
）
を
破
る
（
b
r
e
a
k
）

と
い
っ
た
意
味
が
あ
り
、
眠
っ
て
い
た
体

を
目
覚
め
さ
せ
、
そ
の
日
動
い
た
り
頭
を

使
っ
た
り
す
る
際
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
も
と

と
な
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
朝

ご
は
ん
を
食
べ
ず
に
い
る
と
、
途
中
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
足
り
な
く
な
っ
た
り
、
朝
食

べ
な
か
っ
た
分
を
昼
に
ま
と
め
て
食
べ
る

よ
う
に
な
る
こ
と
で
一
度
に
た
く
さ
ん
食

べ
る
習
慣
が
つ
き
、
逆
に
太
り
や
す
い
体

質
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
っ
て
皆
さ
ん
ご

存
じ
で
し
た
か
？
こ
れ
を
聞
い
て
ド
キ
ッ

と
し
た
方
、
ま
た
　
昨
日
の
夜
は
家
族
で

外
食
。
ち
ょ
っ
と
食
べ
過
ぎ
ち
ゃ
っ
た
し
、

今
朝
は
パ
ン
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
く
ら
い
に
し

た
ん
だ
け
ど
　
と
い
う
方
、
要
注
意
で
す
。

朝
は
そ
の
日
１
日
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な

り
ま
す
が
、
夜
は
ご
飯
を
食
べ
た
ら
あ
と

は
寝
る
だ
け
で
す
よ
ね
？
こ
れ
で
は
使
わ

れ
ず
に
体
に
残
っ
た
ま
ま
の
余
分
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
、
お
腹
や
足
、
顔
…
話
題
の
メ

タ
ボ
ま
っ
し
ぐ
ら
で
す
。 

　
最
近
テ
レ
ビ
で
♪
朝
９
時
ま
で
の
め
ざ

ま
し
ご
は
ん
〜
、
と
う
た
っ
た
コ
マ
ー
シ

ャ
ル
を
目
や
耳
に
し
た
こ
と
は
な
い
で
す
か
？

こ
れ
は
夜
ご
飯
は
ほ
ど
ほ
ど
に
、
早
寝
早

起
き
を
こ
こ
ろ
が
け
、
き
ま
っ
た
時
間
に

き
ち
ん
と
朝
ご
は
ん
を
食
べ
、
生
活
の
リ

ズ
ム
を
つ
く
ろ
う
、
と
い
う
も
の
で
す
。

で
も
や
っ
ぱ
り
朝
は
食
べ
ら
れ
な
い
、
と

い
う
方
は
、
い
つ
も
よ
り
少
し
早
起
き
し

て
朝
ご
は
ん
に
ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
と
り
、

食
べ
な
く
て
は
、
と
い
う
緊
張
を
ほ
ぐ
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
私
自
身
朝
あ
ま

り
食
欲
の
な
い
と
き
に
は
、
ス
ー
プ
や
果
物
、

牛
乳
な
ど
、
少
し
ず
つ
食
べ
ら
れ
そ
う
な

も
の
を
食
べ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
今

ま
で
の
生
活
を
変
え
る
こ
と
は
難
し
い
で

す
が
、
習
う
よ
り
慣
れ
よ
精
神
で
、
さ
っ

そ
く
今
日
か
ら
始
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

く
れ
ぐ
れ
も
無
理
は
せ
ず
、
毎
日
続
け
ら

れ
る
範
囲
で
も
朝
ご
は
ん
を
充
実
さ
せ
て

い
く
と
、
今
ま
で
と
違
っ
た
１
日
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。 

  

  

   

○
参
加
者
　
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
。
事
前
の
お
申

込
み
は
不
要
で
す
。 

○
日
　
時
　
５
月
31
日（
土
）　 

　
　
　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時 

○
会
　
場
　
長
野
県
大
町
合
同
庁
舎 

　
　
　
　
　
講
堂 

○
そ
の
他
　
当
日
は
手
話
通
訳
と
要
約

筆
記
を
行
い
ま
す
。 

 

＊
お
問
い
合
わ
せ 

　
北
安
曇
地
方
事
務
所
地
域
政
策
課 

T
E
L
　

0
2
6
1
―

2
3
―

6
5
0
0

県
民
の
皆
様
と
知
事
が
 

自
由
に
語
り
合
う
車
座
集
会
 

「
あ
な
た
の
声
を
県
政
に
」
 

 

を
開
催
し
ま
す
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No.77

4月～5月保健ガイド  

各 種 相 談 日 程  

歯科医院 大北一円（外科） 白馬・小谷村 曜日 

 
 
 

休日当番医 

栗田医院 
公済堂（北沢）医院 
小谷村診療所 
しんたにクリニック 
白馬診療所 
横沢医院 
公済堂（北沢）医院 
栗田医院 
小谷村診療所 

栗林医院 
西森整形外科 
石曽根医院 
大町総合病院 
安曇総合病院 
狩谷整形外科 
みどりクリニック 
栗林医院 
西森整形外科 

（日） 
（火） 
（土） 
（日） 
（月） 
（火） 
（日） 
（日） 
（日） 

師岡歯科医院 
あづみ野歯科 
橘歯科医院 
岡江歯科医院 
宮下歯科医院 
丸山歯科クリニック 
砂田歯科医院 
竹内歯科医院 
武田歯科医院 

大町市内（内科・小児科） 
小野医院 
平林医院 
横沢内科医院 
新津内科医院 
伊東医院 
柿下クリニック 
遠藤内科医院 
松林医院 
加藤診療所 

月　日 
４月27日
４月29日
５月３日
５月４日
５月５日
５月６日
５月11日
５月18日
５月25日 

 

健 診 等  

４月21日（月）
４月24日（木）
５月16日（金）
５月21日（水）
５月26日（月）
５月27日（火）
５月29日（木） 

２ヶ月育児相談 
赤ちゃん健診 
離乳食教室 
１才半健診 

２ヶ月育児相談 
赤ちゃん健診 

マタニティ教室① 

９：45～10：00

９：15～９：30

９：30～９：45

１：00～１：15

９：45～10：00

９：15～９：30

　10：00開始 

H20年２月生
H19年12月生
H19年10月から12月生
H18年10月から11月生
H20年３月生
H20年１月生およびH19年７月生
妊婦（夫） 

月　日 事業名 受付時間 対象になるお子さん 

場所：ふれあいセンター 

月　日 接種の種類 受付時間 対象になるお子さん 

４月25日（金）
 
 
５月15日（木）
 
５月22日（木）
５月28日（水）

麻疹風疹
 

 
 

三種混合 
 

ポリオ 
ポリオ 

１：15～２：15
 
 
１：15～２：15

 
１：15～２：15

１：15～２：15

２期　H14年12月生～H15年４月１日生
１期　H19年１月24日生～４月25日生
初回１回　H20年１月
初回２回　H19年８月～12月生
追加　H19年５月までに初回３回を接種した児　
１回目　H19年６月からH20年１月生
２回目　H19年２月から５月生

予防接種 

※平成20年度白馬村こどもカレンダー（予防接種）に、曜日の誤りがありました。お詫びいたします。 
　誤り：10月29日（火）麻しん風疹接種　e　正：10月29日（水）麻しん風疹接種

場所：ふれあいセンター 

心配ごと相談 
「どこでも・気軽に・利用しやすい相談所」を協力し合って開設していますのでご利用ください。 
秘密は固くお守りいたします。    

４月22日（火） 13：00～15：00

時　間 開設日 

ふれあいセンター２階福祉相談室 

場　所 連絡先 
白馬村社協 
TEL　72―7230

子育て支援ルーム 
今年度も旧中部保育園にて子育て支援ルームを開設します。 
村内にお住まいで、保育園・幼稚園にまだ入っていないお子さんがいらっしゃるお母さん・お家の方々の
ご利用をお待ちしています。 ＊お問い合わせ　子育て支援ルーム　TEL　72―3025

自由利用［13：30～16：00］ 

毎週月曜日～木曜日 
（月曜日の育児講座等のない日は9：30～12：00の時間帯も利用で
きます。） 

一時保育［7：30～18：30］ 

未就園のお子さんについて、ご家庭で一
時的に保育できない時に保護者に代わっ
て保育します。  
利用基準：冠婚葬祭、保護者の労働、疾

病・入院等による緊急の場合、
その他やむを得ない事情  

利 用 料：一時間につき、 
　　　　　３歳未満350円
　　　　　３歳以上200円  
※事前に申込が必要です。持ち物等詳細は支援
ルームまでお問い合わせください。 

なかよし広場［9：30～12：00］ 

毎週火曜日…１歳児の広場（未就園１歳以上） 
毎週水曜日…０歳児の広場（未就園１歳未満） 
毎週木曜日…２・３歳児の広場（未就園２歳以上） 
○水筒（お茶・お水）・着替えをお持ちください。 
※平成20年４月２日現在の年齢で分かれているため、１年間同じ曜日の利
用となります。 

※赤ちゃんマッサージの日程についてはホームページをご覧ください。 
　http://gyosei.vill.hakuba.nagano.jp/life_stage/born/baby_massage.html

障害者総合支援センター出張相談 
障害者の方とそのご家族の方等のあらゆる相談に応じますので、お気軽にご利用ください。 

５月９日（金） 13：00～15：00

時　間 開設日 担当者 場　所 

松井 

連絡先 
大北圏域障害者総合支援センター 
TEL　26―3855

ふれあいセンター２階福祉相談室 
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平成20年４月 

図書館の 
おやすみ 

図書館の 
開館時間 

午
前
　
９
時
〜
12
時
 

昼
　
１
時
間
閉
館
 

おはなしの会 
毎月　第２土曜日　午前10：30から 
白馬村図書館　児童ルームにて開催中です。 

白馬村図書館 
TEL（72）―5200

午
後
　
1
時
〜
６
時
 

No.77No.77

・
月
曜
日
　
祝
日
 

・
毎
　
月
　
最
終
金
曜
日
（
館
内
整
理
休
館
日
）
 

　
　
　
　
　
↓
祝
日
と
重
な
る
場
合
、
休
館
日
が
変
更
と
な
り
ま
す
。
 

・
そ
の
他
　
や
む
を
得
ず
臨
時
休
館
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

書　　名 

918二10

031オ

292カ08

292シ08

292ソ08

292ペ08

292ワ

297シ08

421ラ

497ア

593ア

596ダ

596テ

796カ

911カ

Fア

Fア

Fイ

Fイ

Fオ

Fカ

Fカ

Fコ

Fサ

Fサ

Fハ

Fヒ

Fマ

Fモ 

日本の古典をよむ10　源氏物語　下

日本は世界で第何位？

韓国〔2008〕―ソウル　慶州　扶余・公州　釜山　済州島―

シンガポール〔2008〕―セントーサ島　ビンタン島　ジョホール・バル―　　

ソウル〔2008〕―明洞　仁寺門　南大門　東大門　新村／梨大　梨泰院　狎＿亭洞／清潭洞―

北京・西安〔2008〕　

 

母と旅した900日

 

シドニー・ゴールドコースト・ケアンズ〔2008〕改訂２版

 

ワープする宇宙　―５次元時空の謎を解く―

 

あう入れ歯、インプラントどっちがいいの！？　―入れてから後悔しないために―
 

おでかけ着物歳時記

道草料理入門　―野山は自然の菜園だ―

手づくりの味曾・燻製を楽しむ

決定力を鍛える　―チェス世界王者に学ぶ生き方の秘訣―
 

先端で、さすわさされるわそらええわ

ぬばたま

阪急電車

親指の恋人

夜を守る

魔女の盟約

心霊探偵八雲７　魂の行方

乳と卵

メフェナーボウンのつどう道

遺髪　―密命・加賀の変―

私の男

こころげそう　―男女九人お江戸の恋ものがたり―

新・御宿かわせみ

鹿男あをによし

乱暴と待機 

 

阿部秋生　秋山虔　今井源衛 

鈴木日出男〔校訂･訳者〕 

岡 崎 大 五 

 

 

 

 

王一民〔著者〕  

ユ･ヒョンミン〔著者〕 

 蓮池薫〔訳者〕 

 

リサ･ランドール〔著者〕 

向山信治〔訳者〕 

塩原通緒〔訳者〕 

福島章浩〔監修〕 

黒沢清ほか〔編著〕 

秋 月 洋 子  

大 海 勝 子  

成美堂出版編集部〔編者〕 

ガルリ･カスパロフ〔著者〕 

近藤隆文〔訳者〕 

川上未映子 

あさのあつこ 

有 川 　 浩  

石 田 衣 良  

石 田 衣 良  

大 沢 在 昌  

神 永 　 学  

川上未映子 

古 処 誠 二  

佐 伯 泰 英  

桜 庭 一 樹  

畠 中 　 惠  

平 岩 弓 枝  

万 城 目 学  

本谷有希子 

サイエンスコナン名探偵の不思議　―名探偵コナン実験・観察ファイル― 

 
 

忍たま乱太郎　きけんなアルバイトの段 

 

おひさまあはは 

■購入図書一覧（一般） 

■購入図書一覧（児童） 

著　　者 請求記号 

書　　名 著　　者 請求記号 

404サ 
 

 

913ア 

 

Eマ 

青山剛昌〔原作〕 

ガリレオ工房〔監修〕 

尼子騒兵衛〔原作〕 

望月千賀子〔文〕 

亜細亜堂〔絵〕 

前川かずお 
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広報 

平成20年４月１日　発行・白馬村役場　編集・広報編集委員会 
人口：9,231人（前月比－45人）男4,601人　女4,630人　3,575世帯 

姉妹都市コーナー  

編 集 後 記 

静岡県
 

　ガソリン税暫定税率の期限が切れ、後期高齢者医療制度は開始とともに名称変更（？）、チベ

ット暴動により北京オリンピックの開催が危惧されるなど、まさに「混乱」の中で平成20年度

が始まりました。 

　そんな社会の混乱を他所に、春の訪れとともに、花は可憐に咲き、雪形が現れ、自然界は平

然と季節を繰り返します。 

　平成20年度はどのような年になるでしょうか。 

　上述の混乱や不安が取り除かれ、自然と共に平和に安心して暮らすことができるよう祈ります。 

河 津 町  

　３月の卒業を前に東小学校６年生が校

長先生と飛行機づくりを体験しました。

校長先生は、東小はクラブがなかったの

で卒業前にクラブ活動を体験させてあげ

たかったそうです。飛行機づくりは初め

ての人がほとんど。校長先生は「自分の

力でつくるのが楽しいんだよ」と児童ひ

とりひとりに声をかけていきました。小

学校卒業前に、校長先生との最後の思い

出づくりになりました。 

和歌山
県 太 地 町  

　町の玄関口、国道42号線森浦交差点に空を泳
ぐクジラがお目見えしました。これは、地震・
津波発生時にいち早く被害状況を把握する為に
国土交通省が、国道沿いに設置した監視カメラ
の動力源となる風力発電機で、一日中大きなプ
ロペラがぐるぐる回転し、おもしろいクジラの
姿が、町民や道行くドライバーの目を楽しませ
ています。 
　発電機は、当町が推進している「太地町くじ
らと自然公園のまちづくり」構想に合わせて、
ユニークなオリジナルの形となっています。こ
れからの行楽シーズンを迎え、町の観光PRに
一役かってくれる事と思います。夏に、白馬村
の小学生の皆さんもお越しになる際は、探して
みてくださいね！ 

河津東小卒業前の思い出づくり 空泳ぐクジラ！風ナガスクジラ？ 

（この広告は白馬村広報等有料広告掲載要網に基づき掲載しています） 

有料広告欄 

安曇総合病院付属白馬診療所では、５月から勤務可
能な訪問看護師を１名募集しています。 
ご希望の方がおられましたら、安曇総合病院人事課
までご連絡ください。　　　　　　　TEL　62―3166

看護師を募集しています 


